
● フタ用取っ手、本体用取っ手が正しくかみ合った状態

● 鍋本体側の取っ手がガス火等の高熱で焼けた状態

変形して下がり、ロックの噛み合わせに影響します。 変形が大きいとクッキングダイヤルを引いた
状態で動かなくなる時があります。

● マイナスドライバーや、カッターナイフ、定規などを隙間に差し込んで突起を外側にずらします。

この突起全体が見える状態になると、上蓋はスライドできるようになります。

● 突起が動かない（動かせない）場合、本体取っ手のねじを緩めると、上蓋はスライドします。

【パーフェクトウルトラ】 【パーフェクトプロ】
上蓋が開かない場合の対処方法

本体取っ手が焼けて変形

し、下がってしまうと隙間

本体取っ手の突起

突起部を外側にずらす

と突起全体が横から見


